
(57)【要約】

【課題】キャップを螺脱するときに、周壁と不正開封防

止環を接続する薄肉脆弱ブリッジが確実に切断されやす

く、キャップから分離した不正開封防止環が浮いたまま

残ることがない不正開封防止付開封刃内蔵口栓を提供す

る。

【解決手段】開封用筒体３００　を内蔵するスパウト１

００　と不正開封防止環２３０　が周壁下端に薄肉脆弱

ブリッジ２２２　で接続するキャップ２００　からなり

、キャップの螺脱時に、薄肉脆弱ブリッジが破断されて

不正開封防止環がキャップから分離し、スパウトに内蔵

する下端に開封刃をもつ開封用筒体が降下して、封止フ

ィルムを破断して容器を開封し、キャップの不正開封防

止環の下端部内周面に等間隔で周方向へ複数個の咬合突

部２３１　を設け、スパウトの注出筒の下方に設ける咬

合リング１１２　下に、不正開封防止環の咬合突部間よ

りも幅狭の係止突部１１３　を咬合突部間に挿入可能に

周方向へ複数個設ける。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
液 体 用 紙 容 器 の 注 出 位 置 に 突 設 さ れ 、 開 封 用 筒 体 を 内 蔵 す る ス パ ウ ト と 、 不 正 開 封 防 止 環
が 周 壁 の 下 端 に 薄 肉 脆 弱 ブ リ ッ ジ を 介 し て 接 続 し 前 記 ス パ ウ ト に 螺 着 す る キ ャ ッ プ と か ら
な り 、 前 記 キ ャ ッ プ を 螺 脱 方 向 へ 回 転 さ せ た と き に 、 前 記 薄 肉 脆 弱 ブ リ ッ ジ が 破 断 さ れ て
前 記 不 正 開 封 防 止 環 が 前 記 キ ャ ッ プ か ら 分 離 し 、 前 記 ス パ ウ ト の 注 出 筒 内 側 に 内 蔵 さ れ 下
端 に 開 封 刃 を も つ 開 封 用 筒 体 が 、 前 記 キ ャ ッ プ の 螺 脱 方 向 へ の 回 転 に と も な っ て 降 下 し て
、 下 方 に 設 け ら れ て い る 封 止 フ ィ ル ム を 破 断 し て 容 器 を 開 封 す る 口 栓 に お い て 、 前 記 キ ャ
ッ プ の 不 正 開 封 防 止 環 の 下 端 部 内 周 面 に 等 間 隔 で 周 方 向 へ 複 数 個 の 咬 合 突 部 を 設 け 、 前 記
ス パ ウ ト の 注 出 筒 の 下 方 に 設 け る 咬 合 リ ン グ 下 に 、 前 記 キ ャ ッ プ の 不 正 開 封 防 止 環 の 咬 合
突 部 間 よ り も 幅 狭 の 係 止 突 部 を 前 記 咬 合 突 部 間 に 挿 入 可 能 に 等 間 隔 で 周 方 向 へ 複 数 個 設 け
た こ と を 特 徴 と す る 不 正 開 封 防 止 付 開 封 刃 内 蔵 口 栓 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 キ ャ ッ プ の 咬 合 突 部 と 前 記 ス パ ウ ト の 咬 合 リ ン グ と の 嵌 合 代 を 、 径 寸 法 で ０ ． ６ ～ １
． ４ ｍ ｍ に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 不 正 開 封 防 止 付 開 封 刃 内 蔵 口 栓 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 キ ャ ッ プ の 咬 合 突 部 の 両 端 を 水 平 断 面 が 直 線 状 の 垂 直 面 に 形 成 し 、 前 記 ス パ ウ ト の 係
止 突 部 の 前 記 キ ャ ッ プ の 螺 着 時 に 前 記 キ ャ ッ プ の 咬 合 突 部 と 当 接 す る 側 を 水 平 断 面 が 円 弧
状 の 垂 直 面 に 形 成 し 、 前 記 キ ャ ッ プ の 螺 脱 時 に 前 記 キ ャ ッ プ の 咬 合 突 部 と 当 接 す る 側 を 水
平 断 面 が 直 線 状 の 垂 直 面 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 不 正 開 封 防 止
付 開 封 刃 内 蔵 口 栓 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ス パ ウ ト の 係 止 突 部 の 垂 直 方 向 の 長 さ を 、 前 記 キ ャ ッ プ の 咬 合 突 部 の 上 面 と 前 記 ス パ
ウ ト の 咬 合 リ ン グ の 下 面 と の 隙 間 の ±０ ． ３ ｍ ｍ に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３
記 載 の 不 正 開 封 防 止 付 開 封 刃 内 蔵 口 栓 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 清 酒 、 果 汁 飲 料 、 調 味 料 、 柔 軟 剤 や 液 体 洗 剤 な ど に 使 用 さ れ る 液 体 用 紙 容 器 の
頂 部 に 突 設 さ れ る 不 正 開 封 防 止 付 開 封 刃 内 蔵 口 栓 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 液 体 用 紙 容 器 （ ２ ０ ） に は 、 例 え ば 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 四 角 柱 状 の 胴 部 （ ２
１ ） を も ち 、 そ の 切 妻 屋 根 形 の 頂 部 傾 斜 板 （ ２ ２ ） に は 、 注 出 の し 易 さ か ら 開 封 刃 内 蔵 口
栓 （ １ ０ ） が 突 設 さ れ た も の が 広 い 商 品 分 野 に お い て 使 用 さ れ て き た 。 こ の 開 封 刃 内 蔵 口
栓 （ １ ０ ） に は 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 下 端 に 複 数 の 三 角 状 の 開 封 刃 （ ３ １ ０ ） を 欠
刃 部 （ ３ １ １ ） を 設 け て 並 設 し た 開 封 用 筒 体 （ ３ ０ ０ ） を ス パ ウ ト （ １ ０ ０ ） （ 注 出 口 具
） の 注 出 筒 （ １ １ ０ ） 内 側 に 下 降 可 能 に 内 蔵 し 、 ス パ ウ ト に 螺 着 し た キ ャ ッ プ （ ２ ０ ０ ）
を 螺 脱 方 向 へ 回 転 さ せ た と き に 、 キ ャ ッ プ の 天 板 の 中 央 位 置 に 垂 設 さ れ た ガ イ ド 用 内 筒 の
外 周 面 に 設 け ら れ た 螺 旋 状 の 摺 接 案 内 傾 斜 面 と 、 開 封 用 筒 体 の 内 周 面 に 設 け ら れ た 螺 旋 状
の 摺 接 案 内 傾 斜 面 と の 摺 接 に よ っ て 、 開 封 用 筒 体 （ ３ ０ ０ ） を 降 下 さ せ 、 こ の 開 封 用 筒 体
の 下 端 に 設 け ら れ た 開 封 刃 （ ３ １ ０ ） で 液 体 用 紙 容 器 を 封 止 す る 封 止 フ ィ ル ム （ ４ ０ ０ ）
を 破 断 し て 開 口 す る も の が 知 ら れ て い た 。 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 述 の キ ャ ッ プ （ ２
０ ０ ） の 周 壁 （ ２ ２ ０ ） の 下 端 に 薄 肉 脆 弱 ブ リ ッ ジ （ ２ ２ ２ ） を 介 し て 下 端 部 内 周 面 に 複
数 個 の 咬 合 突 部 （ ２ ３ １ ） を 周 方 向 に 設 け た 不 正 開 封 防 止 環 （ ２ ３ ０ ） を 接 続 し 、 ス パ ウ
ト （ １ ０ ０ ） の 注 出 筒 （ １ １ ０ ） の 下 方 に キ ャ ッ プ の 咬 合 突 部 （ ２ ３ １ ） と 咬 合 す る 咬 合
リ ン グ （ １ １ ２ ） を 設 け て 、 不 正 に 容 器 を 開 封 し よ う と し て キ ャ ッ プ を 螺 脱 方 向 へ 回 転 す
る と 、 薄 肉 脆 弱 ブ リ ッ ジ が 切 断 さ れ て 不 正 開 封 防 止 環 が キ ャ ッ プ か ら 分 離 し 、 不 正 に 開 封
さ れ た こ と が 判 明 す る 不 正 開 封 防 止 付 開 封 刃 内 蔵 口 栓 （ １ ０ ） が 知 ら れ て い た 。 な お 、 図
４ （ ｂ ） に 示 す 開 封 用 筒 体 （ ３ ０ ０ ） の 下 端 に 欠 刃 部 （ ３ １ １ ） を 設 け て 開 封 刃 （ ３ １ ０
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） を 並 設 す る の は 、 封 止 フ ィ ル ム の 破 断 片 （ ４ ０ １ ） が 内 容 物 （ ３ ０ ） 中 に 落 下 し な い よ
う に す る た め で あ る 。 そ し て 、 こ の 開 封 刃 内 蔵 口 栓 に は 、 ス パ ウ ト の 下 面 に 封 止 フ ィ ル ム
を 熱 融 着 し て 注 出 筒 の 下 部 開 口 部 を 封 止 し た 口 栓 を 、 液 体 用 紙 容 器 の 口 栓 取 付 孔 に 注 出 筒
を 突 出 さ せ て 、 フ ラ ン ジ の 上 面 を 容 器 の 内 面 に 熱 融 着 し て 取 り 付 け る 内 付 け の も の と 、 図
６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 液 体 用 紙 容 器 （ ２ ０ ） の 封 止 フ ィ ル ム （ ４ ０ ０ ） で 封 止 し た 注 出
孔 （ ２ ３ ） の 外 周 縁 部 上 面 に 、 ス パ ウ ト （ １ ０ ０ ） の フ ラ ン ジ （ １ ２ ０ ） の 下 面 を 熱 融 着
し て 取 り 付 け る 外 付 け の も の と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 上 述 の 従 来 の 不 正 開 封 防 止 付 開 封 刃 内 蔵 口 栓 に お い て は 、 キ ャ ッ プ を 螺 脱 方 向
へ 回 転 し て 、 キ ャ ッ プ を 上 昇 さ せ た と き に 、 キ ャ ッ プ の 不 正 開 封 防 止 環 の 咬 合 突 部 の 上 面
が ス パ ウ ト の 咬 合 リ ン グ の 下 面 に 当 接 し て 、 キ ャ ッ プ の 上 昇 力 に よ っ て キ ャ ッ プ の 周 壁 と
不 正 開 封 防 止 環 を 接 続 す る 薄 肉 脆 弱 ブ リ ッ ジ が 切 断 さ れ る も の で あ る が 、 キ ャ ッ プ を ス パ
ウ ト に 螺 着 し や す く す る た め に 、 キ ャ ッ プ の 不 正 開 封 防 止 環 の 咬 合 突 部 と ス パ ウ ト の 咬 合
リ ン グ と の 嵌 合 代 を 小 さ く す る と 、 不 正 開 封 防 止 環 の 咬 合 突 部 が ス パ ウ ト の 咬 合 リ ン グ 上
に 乗 り 上 げ て 、 薄 肉 脆 弱 ブ リ ッ ジ が 切 断 さ れ て も 切 断 後 に 不 正 開 封 防 止 環 が 浮 い た ま ま 残
っ た り 、 ま た 、 薄 肉 脆 弱 ブ リ ッ ジ が 切 断 さ れ に く い こ と な ど が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 、 上 述 の 従 来 の 不 正 開 封 防 止 付 開 封 刃 内 蔵 口 栓 の 問 題 を 解 決 し た も の で あ り 、 キ
ャ ッ プ を 螺 脱 方 向 へ 回 転 し た と き に 、 周 壁 と 不 正 開 封 防 止 環 を 接 続 す る 薄 肉 脆 弱 ブ リ ッ ジ
が 確 実 に 切 断 さ れ や す く 、 ま た 、 キ ャ ッ プ と 分 離 し た 不 正 開 封 防 止 環 が 浮 い た ま ま 残 る こ
と が な い 不 正 開 封 防 止 付 開 封 刃 内 蔵 口 栓 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
す な わ ち 、 本 発 明 の 第 １ の 発 明 は 、 液 体 用 紙 容 器 の 注 出 位 置 に 突 設 さ れ 、 開 封 用 筒 体 を 内
蔵 す る ス パ ウ ト と 、 不 正 開 封 防 止 環 が 周 壁 の 下 端 に 薄 肉 脆 弱 ブ リ ッ ジ を 介 し て 接 続 し 前 記
ス パ ウ ト に 螺 着 す る キ ャ ッ プ と か ら な り 、 前 記 キ ャ ッ プ を 螺 脱 方 向 へ 回 転 さ せ た と き に 、
前 記 薄 肉 脆 弱 ブ リ ッ ジ が 破 断 さ れ て 前 記 不 正 開 封 防 止 環 が 前 記 キ ャ ッ プ か ら 分 離 し 、 前 記
ス パ ウ ト の 注 出 筒 内 側 に 内 蔵 さ れ 下 端 に 開 封 刃 を も つ 開 封 用 筒 体 が 、 前 記 キ ャ ッ プ の 螺 脱
方 向 へ の 回 転 に と も な っ て 降 下 し て 、 下 方 に 設 け ら れ て い る 封 止 フ ィ ル ム を 破 断 し て 容 器
を 開 封 す る 口 栓 に お い て 、 前 記 キ ャ ッ プ の 不 正 開 封 防 止 環 の 下 端 部 内 周 面 に 等 間 隔 で 周 方
向 へ 複 数 個 の 咬 合 突 部 を 設 け 、 前 記 ス パ ウ ト の 注 出 筒 の 下 方 に 設 け る 咬 合 リ ン グ 下 に 、 前
記 キ ャ ッ プ の 不 正 開 封 防 止 環 の 咬 合 突 部 間 よ り も 幅 狭 の 係 止 突 部 を 前 記 咬 合 突 部 間 に 挿 入
可 能 に 等 間 隔 で 周 方 向 へ 複 数 個 設 け た こ と を 特 徴 と す る 不 正 開 封 防 止 付 開 封 刃 内 蔵 口 栓 で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 発 明 は 、 前 記 キ ャ ッ プ の 咬 合 突 部 と 前 記 ス パ ウ ト の 咬 合 リ ン グ と の
嵌 合 代 を 、 径 寸 法 で ０ ． ６ ～ １ ． ４ ｍ ｍ に し た こ と を 特 徴 と す る 第 １ の 発 明 に 記 載 の 不 正
開 封 防 止 付 開 封 刃 内 蔵 口 栓 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
次 に 、 本 発 明 の 第 ３ の 発 明 は 、 前 記 キ ャ ッ プ の 咬 合 突 部 の 両 端 を 水 平 断 面 が 直 線 状 の 垂 直
面 に 形 成 し 、 前 記 ス パ ウ ト の 係 止 突 部 の 前 記 キ ャ ッ プ の 螺 着 時 に 前 記 キ ャ ッ プ の 咬 合 突 部
と 当 接 す る 側 を 水 平 断 面 が 円 弧 状 の 垂 直 面 に 形 成 し 、 前 記 キ ャ ッ プ の 螺 脱 時 に 前 記 キ ャ ッ
プ の 咬 合 突 部 と 当 接 す る 側 を 水 平 断 面 が 直 線 状 の 垂 直 面 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 第 １
又 は 第 ２ の 発 明 に 記 載 の 不 正 開 封 防 止 付 開 封 刃 内 蔵 口 栓 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ し て 、 本 発 明 の 第 ４ の 発 明 は 、 前 記 ス パ ウ ト の 係 止 突 部 の 垂 直 方 向 の 長 さ を 、 前 記 キ ャ
ッ プ の 咬 合 突 部 の 上 面 と 前 記 ス パ ウ ト の 咬 合 リ ン グ の 下 面 と の 隙 間 の ±０ ． ３ ｍ ｍ に し た
こ と を 特 徴 と す る 第 １ 乃 至 第 ３ の 発 明 に 記 載 の 不 正 開 封 防 止 付 開 封 刃 内 蔵 口 栓 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-18024 A 2004.1.22



【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 、 本 発 明 の 不 正 開 封 防 止 付 開 封 刃 内 蔵 口 栓 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 を 用 い て 詳 細 に
説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 不 正 開 封 防 止 付 開 封 刃 内 蔵 口 栓 の 断 面 図 で あ り 、 図 ２ は 、
キ ャ ッ プ の 不 正 防 止 環 に 設 け る 咬 合 突 部 及 び ス パ ウ ト の 注 出 筒 の 咬 合 リ ン グ 下 に 設 け る 係
止 突 部 の 形 状 を 示 す Ａ － Ａ ’ 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 不 正 開 封 防 止 付 開 封 刃 内 蔵 口 栓 （ １ ０ ） は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 下
端 に 開 封 刃 （ ３ １ ０ ） を も つ 開 封 用 筒 体 （ ３ ０ ０ ） を 移 動 可 能 に 内 蔵 す る ス パ ウ ト （ １ ０
０ ） と こ の ス パ ウ ト に 螺 着 す る キ ャ ッ プ （ ２ ０ ０ ） と か ら な り 、 キ ャ ッ プ は 、 周 壁 （ ２ ２
０ ） 下 端 に 複 数 の 薄 肉 脆 弱 ブ リ ッ ジ （ ２ ２ ３ ） を 介 し て 下 端 内 周 面 に 咬 合 突 部 （ ２ ３ １ ）
を も つ 不 正 開 封 防 止 環 （ ２ ３ ０ ） を 接 続 し 、 天 板 （ ２ １ ０ ） 下 面 中 央 部 に 開 封 用 筒 体 を 下
降 さ せ る 相 対 向 す る 通 常 ２ 個 の 摺 接 案 内 傾 斜 面 （ ２ ４ １ ） を 周 方 向 へ 等 間 隔 で 外 周 面 に 設
け た ガ イ ド 用 内 筒 （ ２ ４ ０ ） を 垂 設 し 、 ま た 、 天 板 （ ２ １ ０ ） 下 面 に は 必 要 に 応 じ た 、 例
え ば コ ン タ ク ト 封 止 リ ン グ （ ２ １ １ ） や イ ン ナ ー 封 止 リ ン グ （ ２ １ ２ ） な ど の 封 止 リ ン グ
を 設 け 、 周 壁 （ ２ ２ ０ ） の 内 周 面 に は 、 螺 合 部 （ ２ ２ １ ） を 形 成 す る も の で あ る 。 そ し て
、 開 封 用 筒 体 （ ３ ０ ０ ） は 、 キ ャ ッ プ の 摺 接 案 内 傾 斜 面 （ ２ ４ １ ） に 対 応 さ せ て ２ 個 の 摺
接 案 内 傾 斜 面 （ ３ ０ １ ） を 周 方 向 へ 等 間 隔 で 内 周 面 に 設 け 、 外 周 面 上 端 部 に 通 常 ４ 個 の 摺
動 突 起 （ ３ ２ ０ ） を 周 方 向 へ 等 間 隔 に 設 け 、 ス パ ウ ト （ １ ０ ０ ） は 、 注 出 筒 （ １ １ ０ ） の
内 周 面 に 、 開 封 用 筒 体 の 摺 動 突 起 に 対 応 さ せ た 通 常 ８ 個 の 摺 接 縦 リ ブ （ １ ３ ０ ） を 周 方 向
へ 等 間 隔 に 設 け 、 外 周 面 の 螺 合 部 （ １ １ １ ） の 下 方 に 、 キ ャ ッ プ の 不 正 開 封 防 止 環 の 咬 合
突 部 （ ２ ３ １ ） が 咬 合 す る 咬 合 リ ン グ （ １ １ ２ ） を 設 け る も の で あ る 。 そ し て 、 図 １ 及 び
図 ２ に 示 す よ う に 、 キ ャ ッ プ （ ２ ０ ０ ） の 不 正 開 封 防 止 環 （ ２ ３ ０ ） の 下 端 部 内 周 面 に 等
間 隔 で 周 方 向 へ 通 常 ８ 個 の 咬 合 突 部 （ ２ ３ １ ） を 設 け 、 ス パ ウ ト （ １ ０ ０ ） の 注 出 筒 （ １
１ ０ ） の 下 方 に 設 け る 咬 合 リ ン グ （ １ １ ２ ） 下 に 、 キ ャ ッ プ の 不 正 開 封 防 止 環 の 咬 合 突 部
間 よ り も 幅 狭 の 係 止 突 部 （ １ １ ３ ） を 、 咬 合 突 部 間 に 挿 入 可 能 に 等 間 隔 で 周 方 向 へ 通 常 ２
個 又 は ４ 個 設 け る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 述 の キ ャ ッ プ の 咬 合 突 部 と ス パ ウ ト の 咬 合 リ ン グ と の 嵌 合 代 は 、 径 寸 法 で ０ ． ６ ～ １ ．
４ ｍ ｍ に す る も の で あ る 。 ０ ． ６ ｍ ｍ よ り 小 さ い 場 合 に は 、 薄 肉 脆 弱 ブ リ ッ ジ が 破 断 さ れ
ず に キ ャ ッ プ の 咬 合 突 部 が ス パ ウ ト の 咬 合 リ ン グ を 乗 り 越 え て し ま い こ と が あ り 、 １ ． ４
ｍ ｍ よ り 大 き い 場 合 に は 、 キ ャ ッ プ を ス パ ウ ト に 螺 着 す る き に 、 キ ャ ッ プ の 咬 合 突 部 が ス
パ ウ ト の 咬 合 リ ン グ を 乗 り 越 え る こ と が で き な い こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 キ ャ ッ プ （ ２ ０ ０ ） の 不 正 開 封 防 止 環 （ ２ ３ ０ ） の 下 端 部 内 周
面 に 設 け る 咬 合 突 部 （ ２ ３ １ ） の 形 状 は 、 両 端 を 水 平 断 面 が 直 線 状 の 垂 直 面 に 形 成 す る も
の で あ る 。 ま た 、 ス パ ウ ト （ １ ０ ０ ） の 注 出 筒 （ １ １ ０ ） の 外 周 面 の 咬 合 リ ン グ （ １ １ ２
） 下 に 設 け る 係 止 突 部 （ １ １ ３ ） の 形 状 は 、 キ ャ ッ プ の 螺 着 時 （ 矢 印 左 側 ） に キ ャ ッ プ の
咬 合 突 部 と 当 接 す る 側 を 水 平 断 面 が 円 弧 状 の 垂 直 面 に 形 成 し 、 キ ャ ッ プ の 螺 脱 時 （ 矢 印 右
側 ） に キ ャ ッ プ の 咬 合 突 部 と 当 接 す る 側 を 水 平 断 面 が 直 線 状 の 垂 直 面 に 形 成 す る も の で あ
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ス パ ウ ト （ １ ０ ０ ） の 係 止 突 部 （ １ １ ３ ） の 垂 直 方 向 の 長 さ は
、 キ ャ ッ プ （ ２ ０ ０ ） の 咬 合 突 部 （ ２ ３ １ ） の 上 面 と ス パ ウ ト の 咬 合 リ ン グ （ １ １ ２ ） の
下 面 と の 隙 間 の ±０ ． ３ ｍ ｍ に す る も の で あ る 。 ０ ． ３ ｍ ｍ 以 上 大 き く し た 場 合 に は 、 キ
ャ ッ プ を ス パ ウ ト に 螺 着 す る と き の 抵 抗 が 大 き く な り 、 ０ ． ３ ｍ ｍ 以 上 小 さ い 場 合 に は 、
キ ャ ッ プ を ス パ ウ ト か ら 螺 脱 す る と き に 、 係 止 突 部 の 不 正 開 封 防 止 環 に 対 す る 係 止 効 果 が
小 さ く な り 、 薄 肉 脆 弱 ブ リ ッ ジ の 確 実 な 破 断 が し に く く な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
液 体 用 紙 容 器 の 頂 部 に 取 り 付 け ら れ た 未 開 封 の 本 実 施 形 態 の 不 正 開 封 防 止 付 開 封 刃 内 蔵 口
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栓 は 、 キ ャ ッ プ を 螺 脱 方 向 へ 回 転 さ せ る と 、 キ ャ ッ プ が 上 昇 し な が ら 、 キ ャ ッ プ の 不 正 開
封 防 止 環 の 下 端 内 周 面 に 設 け ら れ て い る 咬 合 突 部 の 片 側 面 が 容 器 に 固 着 す る ス パ ウ ト の 咬
合 リ ン グ 下 に 設 け ら れ て い る 係 止 突 部 の 片 側 面 に 当 接 し 、 不 正 開 封 防 止 環 が 係 止 状 態 に な
る 。 こ の た め 、 さ ら に キ ャ ッ プ を 螺 脱 方 向 へ 回 転 さ せ る と 、 キ ャ ッ プ の 周 壁 と 不 正 開 封 防
止 環 と を 接 続 し て い る 薄 肉 脆 弱 ブ リ ッ ジ が 、 キ ャ ッ プ の 回 転 力 と 上 昇 力 と に よ り 切 断 さ れ
る 。 こ の と き 、 キ ャ ッ プ の 不 正 開 封 防 止 環 の 咬 合 突 部 の ス パ ウ ト の 係 止 突 部 と 当 接 す る 面
は 、 水 平 断 面 が 直 線 状 の 垂 直 面 で あ り 、 ま た 、 ス パ ウ ト の 係 止 突 部 の キ ャ ッ プ の 不 正 開 封
防 止 環 の 咬 合 突 部 と 当 接 す る 面 は 、 水 平 断 面 が 直 線 状 の 垂 直 面 で る た め 、 不 正 開 封 防 止 環
の 係 止 が 確 実 に 行 わ れ 、 従 っ て 、 キ ャ ッ プ の 薄 肉 脆 弱 ブ リ ッ ジ の 切 断 も 確 実 に 行 わ れ る 。
ま た 、 不 正 開 封 防 止 環 の 咬 合 突 部 が ス パ ウ ト の 咬 合 リ ン グ 上 に 乗 り 上 げ て 浮 い た 状 態 に な
る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
な お 、 ス パ ウ ト の 注 出 筒 に キ ャ ッ プ を 螺 着 方 向 へ 回 転 さ せ て 装 着 す る と き は 、 キ ャ ッ プ の
不 正 開 封 防 止 環 の 下 端 内 周 面 に 設 け ら れ て い る 咬 合 突 部 の 片 側 面 が 　 ス パ ウ ト の 咬 合 リ ン
グ 下 に 設 け ら れ て い る 係 止 突 部 に 当 接 し て も 、 ス パ ウ ト の 係 止 突 部 の キ ャ ッ プ の 咬 合 突 部
と 当 接 す る 面 が 、 水 平 断 面 が 円 弧 状 の 垂 直 面 で あ る た め 、 キ ャ ッ プ の 咬 合 突 部 の ス パ ウ ト
の 係 止 突 部 と 当 接 す る 面 が 水 平 断 面 が 直 線 状 の 垂 直 面 で あ っ て も 、 キ ャ ッ プ の 咬 合 突 部 が
ス パ ウ ト の 係 止 突 部 を 容 易 に 乗 り 越 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 不 正 開 封 防 止 付 開 封 刃 内 蔵 口 栓 は 、 ス パ ウ ト の 注 出 筒 の 下 方 に 設 け る 咬 合 リ ン グ
下 に 、 キ ャ ッ プ の 不 正 開 封 防 止 環 の 咬 合 突 部 間 よ り も 幅 狭 の 係 止 突 部 を ス パ ウ ト の 咬 合 突
部 間 に 挿 入 可 能 に 複 数 個 設 て あ り 、 キ ャ ッ プ を 螺 脱 方 向 へ 回 転 し た と き に 、 周 壁 と 不 正 開
封 防 止 環 を 接 続 す る 薄 肉 脆 弱 ブ リ ッ ジ が 確 実 に 切 断 さ れ や す く 、 ま た 、 キ ャ ッ プ と 分 離 し
た 不 正 開 封 防 止 環 が 浮 い た ま ま 残 る こ と が な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 不 正 開 封 防 止 付 開 封 刃 内 蔵 口 栓 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 不 正 開 封 防 止 付 開 封 刃 内 蔵 口 栓 の キ ャ ッ プ の 不 正 防 止 環 に
設 け る 咬 合 突 部 及 び ス パ ウ ト の 注 出 筒 の 咬 合 リ ン グ 下 に 設 け る 係 止 突 部 の 形 状 を 示 す Ａ －
Ａ ’ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 一 例 の 不 正 開 封 防 止 付 開 封 刃 内 蔵 口 栓 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） は 、 一 例 の 開 封 刃 内 蔵 口 栓 を 取 り 付 け た 液 体 用 紙 容 器 の 開 封 前 の 状 態 を 示
す 説 明 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 、 開 封 し た と き の 状 態 を 示 す を 示 す Ａ － Ａ ’ 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ … … 開 封 刃 内 蔵 口 栓
２ ０ … … 液 体 用 紙 容 器
２ １ … … 胴 部
２ ２ … … 頂 部 傾 斜 板
２ ３ … … 注 出 孔
３ ０ … … 内 容 物
１ ０ ０ … … ス パ ウ ト
１ １ ０ … … 注 出 筒
１ １ １ ， ２ ２ １ … … 螺 合 部
１ １ ２ … … 咬 合 リ ン グ
１ １ ３ … … 係 止 突 部
１ ２ ０ … … フ ラ ン ジ
１ ３ ０ … … 摺 接 縦 リ ブ
１ ４ ０ … … 摺 接 溝
２ ０ ０ … … キ ャ ッ プ
２ １ ０ … … 天 板
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２ １ １ … … コ ン タ ク ト 封 止 リ ン グ
２ １ ２ … … イ ン ナ ー 封 止 リ ン グ
２ ２ ０ … … 周 壁
２ ２ ２ … … 薄 肉 脆 弱 ブ リ ッ ジ
２ ３ ０ … … 不 正 開 封 防 止 環
２ ３ １ … … 咬 合 突 部
２ ４ ０ … … ガ イ ド 用 内 筒
２ ４ １ ， ３ ０ １ … … 摺 接 案 内 傾 斜 面
３ ０ ０ … … 開 封 用 筒 体
３ １ ０ … … 開 封 刃
３ １ １ … … 欠 刃 部
３ ２ ０ … … 摺 動 突 起
４ ０ ０ … … 封 止 フ ィ ル ム
４ ０ １ … … 破 断 片
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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